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後期高齢者歯科健診事業について

熊本県歯科医師会

地域保健委員会

説明内容

１．事業背景・経緯について
２．事業実施の具体的流れについて
３．各種帳票について
４．請求方法
５．健診マニュアルの説明（配布資料）

１．事業背景・経緯について

75歳以上の方への健診についての現行の考え方

・75歳以上の者（後期高齢者）については、医療機関に通院して
いない場合、生活習慣病を軽症のうちに発見し、医療につなげ、
重症化を予防することが重要である。

・75歳以上の者の生活習慣の改善による生活習慣病の予防効
果は、75歳未満の者より大きくないと考えられ、生活習慣の改
善が困難な場合も多く、体重減少や低栄養リスクが増すことか
ら、ＱＯＬを確保し、自立した生活習慣を営むために、生活機能
低下の予防が重要となってくる。

・75歳以上の者については、身体状況等の個人差が大きいこと
に留意し、生活習慣病の予防に加えロコモティブシンドローム、
口腔機能の低下及び低栄養や認知機能の低下予防のため、
対象者の状況に応じた生活習慣の改善支援を行うことが重要
である。

（１）目的
熊本県後期高齢者医療歯科口腔健康診査（以下「歯科健診」という。）
は、後期高齢者の口腔機能低下による誤嚥性肺炎や生活習慣病等
の重症化予防を図るため、歯・歯肉の状態、口腔内の衛生状態や咀
嚼を含む口腔機能をチエックすることにより、被保険者の健康の保持
増進を図ることを目的とする。
（２）対象者

後期高齢者医療制度の被保険者（７５歳以上又は６５歳以上で一定の
障がいがあると認められた者）とする（ただし、長期入院患者や施設入
所者等の一部の除外対象者を除く。）。

また、歯科健診の支給対象となるのは、対象者あたり各年度１回とす
る。
（３）実施方法
広域連合は、歯科健診業務を市町村へ委託し実施するものとする。

なお、市町村は、地域の実情に応じ実施期間や実施方法を設定する
こととし、業務を効率的に実施するため県内各郡市歯科医師会、個別
歯科医療機関又は健診専門機関（以下「健診機関」という。）に再委託
できるものとする。

後期高齢者歯科健診の項目と健診単価

平成２８年度 熊本県後期高齢者歯科口腔健康診査の項目及び健診単価

区 分 項 目 健診単価

問 診 質 問

３，９００円

歯周検査

歯の状況・歯数

義歯の状況

咬み合せの状態

歯周組織の状況（CPI）

口腔検査

口腔の状況

粘膜の異常

口腔乾燥

口腔機能評価（RSST）

指 導
検査結果の判定・説明

口腔ケア（衛生）指導

※健診単価には、質問・健診票の作成費用、結果通知費用、健診データ電子化・送付
手数料を含む。

受診者からの窓口徴収額
４００円

国保連合会からの振込額
３，５００円
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２．事業の実施の具体的流れについて

は い いいえ

健診を実施

会員

連合会

熊本市
会員

熊本県歯会
事務局

熊本市歯会
事務局

後期高齢者歯科口腔健康診査事業の流れ

自己負担額
４００円 徴収

受診者

質問票・健診票
を送付

健診データを提出

健診料
３,５００円

振込み

事務手数料
１件につき１００円

徴収

健診データを提出

質問票・健診票
を送付

３．各種帳票について

後期高齢者歯科健診事業 各種帳票

１．後期高齢者歯科健診マニュアル
２．健診票等様式
・質問票 ・健診票・指導票

歯科口腔健診【質問票】 歯科口腔健診【健診票】

歯科口腔健診【指導票】
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各種帳票の配布について

健診者に渡すもの；
【健診票】（コピー）
【指導票】

事務局に郵送するもの；
【質問票】
【健診票】（コピー）

４．請求方法【事務局】

郵送先；
熊本県歯科医師会事務局
後期高齢者健診事業受付窓口

請求先（熊本市歯科医師会会員）

郵送先；
熊本市歯科医師会事務局
後期高齢者健診事業受付窓口

請求先（熊本県歯科医師会会員）

５．健診マニュアルの説明
（配布資料をご確認ください）

０．健診票の最初

１．歯の状況
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２．義歯の状況

２．義歯の状況

３．臼歯部の咬合状態

４．口腔内衛生状況

４．口腔内衛生状況

５．口腔乾燥
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６．粘膜の異常

７．歯周組織の状況

７．歯周組織の状況

新CPI基準の表

CPIの判定基準

8．口腔機能評価
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8．口腔機能評価

RSSTについて
（反復唾液嚥下テスト）

反復唾液嚥下テスト（ repetitive saliva swallowing test , RSST ）の方法

検者は被検者の喉頭隆起・舌骨に指腹をあて，30秒間嚥下運動を繰り返させる。
被検者には「できるだけ何回も”ごっくん”と飲み込むことを繰り返して下さい」と説明する。

喉頭隆起・舌骨は、嚥下運動に伴って、指腹をのり越え前方に移動し、また元の位置に戻
る。この下降運動を確認し、嚥下完了時点とする。 ﻿

・嚥下運動時に起こる喉頭挙上→下降運動を触診で確認し、30秒間に起こる嚥下回数を
数える。
・高齢者では、30秒間に３回できれば正常とする。

反復唾液嚥下テスト（ repetitive saliva swallowing test , RSST ）の注意点

嚥下障害患者では，１回目の嚥下運動はスムーズに起きても、２回目以降、喉頭挙上が
完了せず、喉頭隆起・舌骨が上前方に十分移動しないまま、途中で下降してしまう場合が
ある。これを真の嚥下運動と鑑別することに注意を要する。

口渇が強く、嚥下運動を阻害していると考えられる患者には、人工唾液（サリベート）や少
量の水を口腔内に噴霧し、同時にテストを施行する。
また、30秒では嚥下運動が観察されない場合には、観察時間を１分に延長する。
観察時間の延長は、重度嚥下障害の経時的変化を追跡する場合に有用である。

ＲＳＳＴの実際

９．健診結果

９．健診結果
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歯科治療への移行方法


